
手賀沼で見られるカモの仲間はほとんどが冬鳥で、カルガモだけ
が一年中見られるカモです。日本にやってくるオナガガモは長距離
を渡る鳥で、ほとんどがロシアから渡来しています。同じ種の鳥で
も、どこまで渡りをするのかは雌雄や年齢よる違いがあることが知
られていますが、日本のカモの仲間ではまだあまりどのような傾向
があるのか分かっていません。今日は、オナガガモのオスとメスの
比率を調べる調査にみんなで参加してみましょう。

給餌に集まるオナガガモ。さて、何羽いるでしょうか？
（こたえは裏のチェックリストの下）

きゅうじ



❶オナガガモのオスとメス
ほとんどのオナガガモのオスは衣替えを終えてきれいな羽になっ
ていて、茶色くて地味なメスと簡単に見分けられます。漁協前で
それぞれの数を数えてみましょう。

➋オナガガモのふるさと

❸手賀沼で見られる冬鳥たち

オス
・背と脇は灰色、胸は白
・嘴は青灰色と黒
・長く飛びだした尾羽

メス
・全体的に茶色
・嘴は灰色
・尾羽は長くない

見られた鳥にチェックしてみよう

関東地方の平地では、鳥の種数と数は冬に最も多くなります。温
暖で冬に雪が降らないので、多くの鳥たちが越冬できるからで
しょう。ユリカモメのように国外から来るものもいれば、オオバ
ンのように主に国内の繁殖地から渡ってくるものもいます。

カンムリカイツブリ コガモハジロカイツブリ

ユリカモメ オオバン ミサゴ

ツグミ オオジュリン アオジ

羽羽

日本で足環をつけられたオナガガモの回収さ
れた場所。多くがロシアの極東地域から来て
いることが分かります。

（鳥類アトラスより）


